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ハングル能力検定ホームページ：http://www.hangul.or.jp/ 

 

ハングル学習のために 

以下のような、ラジオやテレビの語学番組も活用しましょう。 

NHKラジオ・ハングル講座：ラジオ第２放送 

 「まいにちハングル講座」 

 https://www2.nhk.or.jp/gogaku/hangeul/kouza/  

NHK E テレ 

「テレビでハングル講座」 

https://www2.nhk.or.jp/gogaku/hangeul/tv/  
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３．進級条件・卒業要件、履修上の留意点 

 

進級・卒業するためには、以下の要件を１単位も漏らすことなく、すべて満たさなければなり

ません。また、該当学年の進級条件だけを満たすのではなく、履修上の留意点を参考に卒業にむ

けて計画的な履修計画を立てることが大切です。 
 教養系科目 専門科目 自由選択科目 

合 計 
英語科目 

教養科目 

（人文・社会・自然

科学系・保健体育

系・選択語学系リテ

ラシー系） 

理系教養 

科目 

（数学系・

理科系）

学部共通科目 

学科専門科目 

 

１

年

次 

２年への 

進級条件 
 

「生命機能学基礎英

語Ⅰ」の修得 

「生命機能学

基礎実験Ⅰ」

の修得 

１５単位以上 

（「生命機能学基礎演習Ⅰ」

を含めた必修９単位を

含む） 

 

３０単位

以上 

履修上の 

留意点 

・少なくとも４０単位以上の修得を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

２

年

次 

３年への 

進級条件 
 

「生命機能学基礎英

語Ⅱ」の修得 

「生命機能学

基礎実験Ⅱ」

の修得 

４０単位以上 

（「生命機能学基礎演習Ⅱ」

を含めた必修１８単位を

含む） 

 

６０単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１年次修得単位と２年次修得単位の合計として、少なくとも８０単位以上を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

３

年

次 

４年への 

進級条件 
８単位 

「生命機能学英語

Ⅰ」の修得 
 

６０単位以上 

（「生命機能学演習Ⅰ」と

「生命機能学研究Ⅰ」を含

めた必修２１単位を含む）

 

９６単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１〜２年次修得単位と３年次修得単位の合計として、少なくとも１１６単位以上を目指すこと。

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

４

年

次 

卒業要件 ８単位 
２４単位以上 

（必修９単位を含む） 

８０単位以上 

（必修２７単位を含む）

計１２単位 

以下 

１２４単位

以上 

※卒業要件について：英語科目の８単位、教養科目・理系教養科目の合計２４単位と、専門科目の合計８０単位

の修得だけでは、合算が卒業要件の１２４単位を満たすことができません。したがって、さらに１２単位以上

を教養科目・理系教養科目・専門科目・自由選択科目から修得してください。 

※1 年次開講の必修科目は、2 年次までに修得する必要があります。 

※GPA 制度の活用により、ポイントの少ない学生には、進級留級にかかわらず、本人並びに保証人に対して履修

指導を行います。 

※「生命機能学実験Ⅰ」の履修は「科学実験Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学実験Ⅱ」の履修は「生命機能学実験Ⅰ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学研究Ⅲ」の履修は「生命機能学研究Ⅱ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学演習Ⅲ」の履修は「生命機能学演習Ⅱ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学英語Ⅲ」の履修は「生命機能学英語Ⅱ」の修得を条件とします。 

◎ただし、生命機能学研究・生命機能学演習・生命機能学英語のⅡ、Ⅲの履修登録は、４年春学期に同時に行っ

て構わない。 
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４．履修登録の上限 

 
 履修は、講義全てに出席し、かつ十分な予習復習ができるように計画することが大切です。進

級条件・卒業要件を満たすことを最優先し、以下の制限内で一年間の履修単位を決めてください。 
(1)春学期、秋学期各々について３０単位を超えて履修登録することはできません。 
(2)年間の合計が４９単位を超えて履修登録することはできません。 
(3)２年次以降は上記を基準とし、GPAの結果を考慮して変更することがあります。 
(4)科学技術コミュニケーション演習、および卒業要件とならない教職や資格科目は、履修制限の

対象外となります。 
(5) ERP、グローバル教育センター主催科目（短期語学研修、国際ボランティア、国際インターン

シップ。GPA対象外。）、グローバル・オープン科目を履修・修得すると自由選択科目として卒

業所要単位に参入します。12単位を超えて履修・修得することはできません。 
 
※通年科目の履修上限単位数計算について 

通年科目については、春学期・秋学期半分ずつに分けて単位を計算し、それぞれの履修上限単

位数に含めて計算するようにしてください。 

例：４単位の通年科目の場合 

→春学期２単位、秋学期２単位として、それぞれの履修上限に含めてください。 
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３．進級条件・卒業要件、履修上の留意点 

 

進級・卒業するためには、以下の要件を１単位も漏らすことなく、すべて満たさなければなり

ません。また、該当学年の進級条件だけを満たすのではなく、履修上の留意点を参考に卒業にむ

けて計画的な履修計画を立てることが大切です。 
 教養系科目 専門科目 自由選択科目 

合 計 
英語科目 

教養科目 

（人文・社会・自然

科学系・保健体育

系・選択語学系リテ

ラシー系） 

理系教養 

科目 

（数学系・

理科系）

学部共通科目 

学科専門科目 

 

１

年

次 

２年への 

進級条件 
 

「生命機能学基礎英

語Ⅰ」の修得 

「生命機能学

基礎実験Ⅰ」

の修得 

１５単位以上 

（「生命機能学基礎演習Ⅰ」

を含めた必修９単位を

含む） 

 

３０単位

以上 

履修上の 

留意点 

・少なくとも４０単位以上の修得を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

２

年

次 

３年への 

進級条件 
 

「生命機能学基礎英

語Ⅱ」の修得 

「生命機能学

基礎実験Ⅱ」

の修得 

４０単位以上 

（「生命機能学基礎演習Ⅱ」

を含めた必修１８単位を

含む） 

 

６０単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１年次修得単位と２年次修得単位の合計として、少なくとも８０単位以上を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

３

年

次 

４年への 

進級条件 
８単位 

「生命機能学英語

Ⅰ」の修得 
 

６０単位以上 

（「生命機能学演習Ⅰ」と

「生命機能学研究Ⅰ」を含

めた必修２１単位を含む）

 

９６単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１〜２年次修得単位と３年次修得単位の合計として、少なくとも１１６単位以上を目指すこと。

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

４

年

次 

卒業要件 ８単位 
２４単位以上 

（必修９単位を含む） 

８０単位以上 

（必修２７単位を含む）

計１２単位 

以下 

１２４単位

以上 

※卒業要件について：英語科目の８単位、教養科目・理系教養科目の合計２４単位と、専門科目の合計８０単位

の修得だけでは、合算が卒業要件の１２４単位を満たすことができません。したがって、さらに１２単位以上

を教養科目・理系教養科目・専門科目・自由選択科目から修得してください。 

※1 年次開講の必修科目は、2 年次までに修得する必要があります。 

※GPA 制度の活用により、ポイントの少ない学生には、進級留級にかかわらず、本人並びに保証人に対して履修

指導を行います。 

※「生命機能学実験Ⅰ」の履修は「科学実験Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学実験Ⅱ」の履修は「生命機能学実験Ⅰ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学研究Ⅲ」の履修は「生命機能学研究Ⅱ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学演習Ⅲ」の履修は「生命機能学演習Ⅱ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学英語Ⅲ」の履修は「生命機能学英語Ⅱ」の修得を条件とします。 

◎ただし、生命機能学研究・生命機能学演習・生命機能学英語のⅡ、Ⅲの履修登録は、４年春学期に同時に行っ

て構わない。 
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４．履修登録の上限 

 
 履修は、講義全てに出席し、かつ十分な予習復習ができるように計画することが大切です。進

級条件・卒業要件を満たすことを最優先し、以下の制限内で一年間の履修単位を決めてください。 
(1)春学期、秋学期各々について３０単位を超えて履修登録することはできません。 
(2)年間の合計が４９単位を超えて履修登録することはできません。 
(3)２年次以降は上記を基準とし、GPAの結果を考慮して変更することがあります。 
(4)科学技術コミュニケーション演習、および卒業要件とならない教職や資格科目は、履修制限の

対象外となります。 
(5) ERP、グローバル教育センター主催科目（短期語学研修、国際ボランティア、国際インターン

シップ。GPA対象外。）、グローバル・オープン科目を履修・修得すると自由選択科目として卒

業所要単位に参入します。12単位を超えて履修・修得することはできません。 
 
※通年科目の履修上限単位数計算について 

通年科目については、春学期・秋学期半分ずつに分けて単位を計算し、それぞれの履修上限単

位数に含めて計算するようにしてください。 

例：４単位の通年科目の場合 

→春学期２単位、秋学期２単位として、それぞれの履修上限に含めてください。 
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３．進級条件・卒業要件、履修上の留意点（2017 年度以降入学者用） 

進級・卒業するためには、以下の要件を１単位も漏らすことなく、すべて満たさなければな

りません。また、該当学年の進級条件だけを満たすのではなく、卒業にむけて計画的な履修計

画を立てることが大事です。 

 教養系科目 専門科目 自由選択科目 

合 計
英語科目 

教養科目 

（人文・社会 

・自然科学系・

保健体育系・ 

選択語学系 

リテラシー系）

理系教養

科目 

（数学系・

理科系）

学部共通科目 

学科専門科目 

 

１

年

次 

２年への 

進級条件 
 

主要専門科目１２単位以

上（必修科目を８単位 

以上含めること） 

 
２８単位

以上 

履修上の 

留意点 

・少なくとも３６単位以上の修得を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

２

年

次 

３年への 

進級条件 
 

主要専門科目３６単位以

上（必修科目を２０単位以

上含めること） 

 
５６単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１年次修得単位と２年次修得単位の合計として、少なくとも７２単位以上を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

３

年

次 

４年への 

進級条件 
８単位  

１４単位

以上 

主要専門科目４２単位以

上（必修科目を２６単位以

上および専門実験科目を

８単位以上含めること）

 

９０単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１－２年次修得単位と３年次修得単位の合計として、少なくとも１０８単位以上を目指すこと。

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

４

年

次 

卒業要件 ８単位 ２４単位以上 
８０単位以上 

（必修４４単位を含む）

計１２単位 

以下 

１２４単位

以上 

※ 卒業要件について：英語科目の８単位、教養科目・理系教養科目の合計２４単位と、専門科

目の合計８０単位の修得だけでは、合算が卒業要件の１２４単位を満たすことができません。

したがって、さらに１２単位分を教養科目・理系教養科目・専門科目・自由選択科目から修得

してください。 

※ 専門実験科目は下記の科目です。 

基礎応用化学実験，応用化学実験ⅠA，応用化学実験ⅠB，応用化学実験ⅡA，応用化学実験ⅡB 

※ GPA 制度の活用により、ポイントの少ない学生には、進級留級にかかわらず、本人並びに保

証人に対して履修指導を行います。 

※ 留級生は、上級学年の配当科目を履修することはできません。 

主要専門科目について 

必修の専門科目すべて、および１，２年次に配当されている学科主催の下記の専門選択科目を主要

専門科目と定義しています。 

物理学概論Ⅰ、物理学概論Ⅱ、グリーンケミストリ、化学熱力学演習、コンピュータ利用化学、応用

化学数学演習、有機化学演習Ⅰ、有機化学演習Ⅱ、環境安全化学、機器分析学、物理化学演習、物質

構造化学、分析化学、応用環境化学 
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進級条件・卒業要件、履修上の留意点（2012 年度から 2016 年度入学者用） 

進級・卒業するためには、以下の要件を１単位も漏らすことなく、すべて満たさなければな

りません。また、該当学年の進級条件だけを満たすのではなく、卒業にむけて計画的な履修計

画を立てることが大事です。 

 教養系科目 専門科目 自由選択科目 

合 計
英語科目 

教養科目 

（人文・社会 

・自然科学系・

保健体育系・ 

選択語学系 

リテラシー系）

理系教養

科目 

（数学系・

理科系）

学部共通科目 

学科専門科目 

 

１

年

次 

２年への 

進級条件 
 

主要専門科目１２単位以

上（必修科目を８単位 

以上含めること） 

 
２８単位

以上 

履修上の 

留意点 

・少なくとも３６単位以上の修得を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

２

年

次 

３年への 

進級条件 
 

主要専門科目３６単位以

上（必修科目を２０単位以

上含めること） 

 
５６単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１年次修得単位と２年次修得単位の合計として、少なくとも７２単位以上を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

３

年

次 

４年への 

進級条件 
８単位  

１４単位

以上 

主要専門科目４２単位以

上（必修科目を２４単位以

上および専門実験科目を

６単位以上含めること）

 

９０単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１－２年次修得単位と３年次修得単位の合計として、少なくとも１０８単位以上を目指すこと。

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

４

年

次 

卒業要件 ８単位 ２４単位以上 
８０単位以上 

（必修４４単位を含む）

計１２単位 

以下 

１２４単位

以上 

※ 卒業要件について：英語科目の８単位、教養科目・理系教養科目の合計２４単位と、専門科

目の合計８０単位の修得だけでは、合算が卒業要件の１２４単位を満たすことができません。

したがって、さらに１２単位分を教養科目・理系教養科目・専門科目・自由選択科目から修得

してください。 

※ 専門実験科目は下記の科目です。 

基礎応用化学実験，応用化学実験ⅠA，応用化学実験ⅠB，応用化学実験ⅡA，応用化学実験ⅡB 

※ GPA 制度の活用により、ポイントの少ない学生には、進級留級にかかわらず、本人並びに保

証人に対して履修指導を行います。 

※ 留級生は、上級学年の配当科目を履修することはできません。 

 

主要専門科目について 

必修の専門科目すべて、および１，２年次に配当されている学科主催の下記の専門選択科目を主要

専門科目と定義しています。 

物理学概論Ⅰ、物理学概論Ⅱ、グリーンケミストリ、化学熱力学演習、コンピュータ利用化学、応用

化学数学演習、有機化学演習Ⅰ、有機化学演習Ⅱ、環境安全化学、機器分析学、物理化学演習、物質

構造化学、分析化学、応用環境化学
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４．履修登録の上限 

 履修は、講義全てに出席し、かつ十分な予習復習ができるように計画することが大切です。 

進級条件・卒業要件を満たすことを最優先し、以下の制限内で一年間の履修単位を決めてください。 

(1)春学期・秋学期各々について３０単位を超えて履修登録することはできません。 

(2)年間の合計が４９単位を超えて履修登録することはできません。 

(3)２年次以降は上記を基準とし、GPAの結果を考慮して変更することがあります。 

(4)科学技術コミュニケーション演習、インターンシップ（化学）、および卒業要件とならない教

職や資格科目は、履修制限の対象外となります。 

(5) ERP、グローバル教育センター主催科目（短期語学研修、国際ボランティア、国際インターン

シップ。GPA対象外。）、グローバル・オープン科目を履修・修得すると自由選択科目として卒業

所要単位に参入します。12単位を超えて履修・修得することはできません。 
 

※通年科目の履修上限単位数計算について 
通年科目については、春学期・秋学期半分ずつに分けて単位を計算し、それぞれの履修上限単

位数に含めて計算するようにしてください。 

例：４単位の通年科目の場合 

→春学期２単位、秋学期２単位として、それぞれの履修上限に含めてください。 

５．環境応用化学科 専門科目一覧（2015 年度およびそれ以降の入学者用） 

学年 学部共通科目 環境応用化学科専門科目 

１年 ○基礎有機化学 I◇ 

○基礎有機化学 II◇ 

グリーンケミストリ◇ 

物理学概論Ⅰ◇ 

物理学概論Ⅱ◇ 

生物化学Ⅰ 

分子生物学Ⅰ 

分子生物学Ⅱ 

環境と人間 

○化学熱力学Ⅰ◇      ○応用化学基礎◇       

○無機化学概論◇      ○基礎応用化学実験◇     

○応用化学入門◇       教職生物学 

 

２年 機器分析学◇ 

環境安全化学◇ 

分析化学◇ 

物質構造化学◇ 

応用環境化学◇ 

バイオエンジニアリング 

蛋白質構造機能学Ⅱ 

蛋白質構造機能学Ⅰ 

○化学熱力学Ⅱ◇       化学熱力学演習◇ 

○物理化学Ⅰ◇       ○物理化学Ⅱ◇ 

○有機化学Ⅰ◇       ○有機化学Ⅱ◇ 

○無機化学Ⅰ◇       ○無機化学Ⅱ◇ 

○環境化学工学概論◇        ○応用化学実験ⅠＡ◇ 

○応用化学実験ⅠＢ◇ コンピュータ利用化学◇ 

 有機化学演習Ⅰ◇ 有機化学演習Ⅱ◇ 

 物理化学演習◇ 応用化学数学演習◇ 

 電気化学 

３年 遺伝子工学 

蛋白工学 

生物有機化学 

食品科学 

分子薬理学 

物質機能化学 

物質循環化学 

物質変換化学 

高分子化学 

バイオマテリアル 

分子エレクトロニクス 

○応用化学実験ⅡＡ◇    ○応用化学実験ⅡＢ◇ 

○応用化学セミナー◇     量子化学 

 無機素材反応化学 錯体化学 

 環境化学工学応用 環境化学工学演習 

 環境分析演習 インターンシップ（化学）※ 

 化学統計力学 物質設計化学 

 エネルギー環境化学 触媒化学 

 反応工学 

４年  ○卒業研究 

（注１） 卒業研究は通年４単位、それ以外は２単位、○は必修科目、◇は主要専門科目。 
※インターンシップ(化学)は 2019 年度休講。 
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５．環境応用化学科 専門科目一覧（2012 年度～2014 年度の入学者用） 

学年 学部共通科目 環境応用化学科専門科目 

１年 ○基礎有機化学 I◇ 

○基礎有機化学 II◇ 

グリーンケミストリ◇ 

物理学概論Ⅰ◇ 

物理学概論Ⅱ◇ 

生物化学［生物化学Ⅰ］ 

分子生物学［分子生物学Ⅰ］ 

分子遺伝学［分子生物学Ⅱ］ 

環境と人間 

○化学熱力学Ⅰ◇      ○応用化学基礎◇       

○無機化学概論◇      ○基礎応用化学実験◇     

○応用化学入門◇ 

 

２年 機器分析学◇ 

環境安全化学◇ 

分析化学◇ 

物質構造化学◇ 

応用環境化学◇ 

バイオエンジニアリング 

蛋白機能学[蛋白質構造機能学Ⅱ] 

蛋白構造学[蛋白質構造機能学Ⅰ] 

○化学熱力学Ⅱ◇       化学熱力学演習◇ 

○物理化学Ⅰ◇       ○物理化学Ⅱ◇ 

○有機化学Ⅰ◇       ○有機化学Ⅱ◇ 

○無機化学Ⅰ◇       ○無機化学Ⅱ◇ 

○環境化学工学概論◇        ○応用化学実験ⅠＡ◇ 

○応用化学実験ⅠＢ◇ コンピュータ利用化学◇ 

 有機化学演習Ⅰ◇ 有機化学演習Ⅱ◇ 

 物理化学演習◇ 応用化学数学演習◇ 

 電気化学 

３年 遺伝子工学 

蛋白工学 

生物有機化学 

食品科学 

薬品薬理学［分子薬理学］ 

物質機能化学 

物質循環化学 

物質変換化学 

高分子化学 

バイオマテリアル 

分子エレクトロニクス 

○応用化学実験ⅡＡ◇    ○応用化学実験ⅡＢ◇ 

○応用化学セミナー◇     量子化学 

 無機素材反応化学      錯体化学 

 環境化学工学応用 環境化学工学演習 

 環境分析演習 インターンシップ（化学）※ 

 化学統計力学 物質設計化学 

 エネルギー環境化学 触媒化学 

 反応工学 有機反応化学Ⅰ※ 

４年  ○卒業研究 

（注１）卒業研究は通年４単位、それ以外は２単位、○は必修科目、◇は主要専門科目。 
（注２）［   ］は 2013 年度以降の入学者用の科目名称。 
※インターンシップ(化学)、有機反応化学Ｉは 2019 年度休講。 
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６．資格の案内 

本学科在学中または卒業後に得られる取得資格および受験資格は以下の通りです。ただし、資

格要件が変更されることがありますので、主催団体のホームページ等に注意してください。なお、

教職関連科目については、教職課程履修の手引きを参照のこと。 

資格名称 資格に必要な実務経験等 備  考 

高等学校教諭一種免許（理科） 

中学校教諭一種免許（理科） 

教職科目の修得が別途必要  

技術士・技術士補 

（化学，応用理学，環境部門） 

（技術士補）卒業により一部試験科目

免除 

（技術士）技術士は技術士補４年の 

実務経験が必要 

日本技術士会（国家資格） 

特定化学物質等作業主任者 制限なし（在学中に受験可能） 都道府県労働基準協会資格認定 

試験 

危険物取扱者 （乙種）制限なし（在学中に受験可能）

（甲種）化学に関する科目 15 単位以

上修得で受験資格 

消防試験研究センター 

（国家資格） 

毒物劇物取扱責任者 卒業時に取扱責任者となる資格を有

する 

厚生労働省（国家資格） 

環境計量士 制限なし（在学中に受験可能） 経済産業省（国家資格） 

公害防止管理者 資格認定講習受講により取得可 産業環境管理協会（国家資格） 

作業環境測定士 卒業後１年以上労働衛生の実務従事

者は受験資格を有する 

厚生労働省（国家資格） 
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３．進級条件・卒業要件、履修上の留意点 

ここでは最も重要な「進級条件・卒業要件」について説明をします。以下に記された事項を

満たさないと、４年間で卒業することが非常に難しくなります。 

進級・卒業するためには、以下の要件を１単位も漏らすことなく、すべて満たさなければな

りません。また、該当学年の進級条件だけを満たすのではなく、卒業にむけて計画的な履修計

画を立てることが大事です。 

 教養系科目 専門科目 自由選択科目 

合 計
英語科目 

教養科目 

（人文・社会・自然科学

系・保健体育系・選択

語学系リテラシー系）

理系教養科目 

（数学系・理科系） 

学部共通科目 

学科専門科目 

 

１

年

次 

２年への 

進級条件 
 

 ３０単位

以上 

履修上の 

留意点 

・少なくとも３６単位以上の修得を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

２

年

次 

３年への 

進級条件 
 

植物医科学基礎実験Ⅰ・Ⅱ

植物生産基礎実習Ⅰ・Ⅱ 

植物医科学応用実験Ⅰ・Ⅱ

の修得 

 

６０単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１年次修得単位と２年次修得単位の合計として、少なくとも７２単位以上を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

３

年

次 

４年への 

進級条件 
８単位   

 ９６単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１～２年次修得単位と３年次修得単位の合計として、少なくとも１０８単位以上を目指すこと。

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

４

年

次 

卒業要件 ８単位 ２４単位以上 
８０単位以上 

（必修２６単位を含む） 

計１２単位 

以下 

１２４単位

以上 

 

※ 卒業要件について：英語科目の８単位、教養科目・理系教養科目の合計２４単位と、専門科

目の合計８０単位の修得だけでは、合算が卒業要件の１２４単位を満たすことができません。

したがって、さらに１２単位分を教養科目・理系教養科目・専門科目・自由選択科目から修得

してください。 

 

※ GPA 制度の活用により、ポイントの少ない学生には、進級留級にかかわらず、本人並びに保

証人に対して履修指導を行います。 
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４．履修登録の上限 

 履修は、講義すべてに出席し、かつ十分な予習復習ができるように計画することが大切です。

進級条件・卒業要件を満たすことを最優先し、以下の制限内で一年間の履修単位を決めてくださ

い。 

(1) 春学期・秋学期各々について３０単位を超えて履修登録することはできません。 

(2)年間の合計が４９単位を超えて履修登録することはできません。 

(3)２年次以降は上記を基準とし、GPAの結果を考慮して変更することがあります。 

(4)科学技術コミュニケーション演習および卒業要件とならない教職科目や専門科目以外の資格科

目は、上記(1)、（2）に記した履修制限の対象外となります。 

(5) ERP、グローバル教育センター主催科目（短期語学研修、国際ボランティア、国際インターンシ

ップ。GPA対象外。）、グローバル・オープン科目を履修・修得すると自由選択科目として卒業所要

単位に参入します。12単位を超えて履修・修得することはできません。 

※通年科目の履修上限単位数計算について 

通年科目については、春学期・秋学期半分ずつに分けて単位を計算し、それぞれの履修上限単

位数に含めて計算するようにしてください。 

例：４単位の通年科目の場合 

→春学期２単位、秋学期２単位として、それぞれの履修上限に含めてください。 



－58－ 

３．進級条件・卒業要件、履修上の留意点 

ここでは最も重要な「進級条件・卒業要件」について説明をします。以下に記された事項を

満たさないと、４年間で卒業することが非常に難しくなります。 

進級・卒業するためには、以下の要件を１単位も漏らすことなく、すべて満たさなければな

りません。また、該当学年の進級条件だけを満たすのではなく、卒業にむけて計画的な履修計

画を立てることが大事です。 

 教養系科目 専門科目 自由選択科目 

合 計
英語科目 

教養科目 

（人文・社会・自然科学

系・保健体育系・選択

語学系リテラシー系）

理系教養科目 

（数学系・理科系） 

学部共通科目 

学科専門科目 

 

１

年

次 

２年への 

進級条件 
 

 ３０単位

以上 

履修上の 

留意点 

・少なくとも３６単位以上の修得を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

２

年

次 

３年への 

進級条件 
 

植物医科学基礎実験Ⅰ・Ⅱ

植物生産基礎実習Ⅰ・Ⅱ 

植物医科学応用実験Ⅰ・Ⅱ

の修得 

 

６０単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１年次修得単位と２年次修得単位の合計として、少なくとも７２単位以上を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

３

年

次 

４年への 

進級条件 
８単位   

 ９６単位

以上 

履修上の 

留意点 

・１～２年次修得単位と３年次修得単位の合計として、少なくとも１０８単位以上を目指すこと。

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

４

年

次 

卒業要件 ８単位 ２４単位以上 
８０単位以上 

（必修２６単位を含む） 

計１２単位 

以下 

１２４単位

以上 

 

※ 卒業要件について：英語科目の８単位、教養科目・理系教養科目の合計２４単位と、専門科

目の合計８０単位の修得だけでは、合算が卒業要件の１２４単位を満たすことができません。

したがって、さらに１２単位分を教養科目・理系教養科目・専門科目・自由選択科目から修得

してください。 

 

※ GPA 制度の活用により、ポイントの少ない学生には、進級留級にかかわらず、本人並びに保

証人に対して履修指導を行います。 
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４．履修登録の上限 

 履修は、講義すべてに出席し、かつ十分な予習復習ができるように計画することが大切です。

進級条件・卒業要件を満たすことを最優先し、以下の制限内で一年間の履修単位を決めてくださ

い。 

(1) 春学期・秋学期各々について３０単位を超えて履修登録することはできません。 

(2)年間の合計が４９単位を超えて履修登録することはできません。 

(3)２年次以降は上記を基準とし、GPAの結果を考慮して変更することがあります。 

(4)科学技術コミュニケーション演習および卒業要件とならない教職科目や専門科目以外の資格科

目は、上記(1)、（2）に記した履修制限の対象外となります。 

(5) ERP、グローバル教育センター主催科目（短期語学研修、国際ボランティア、国際インターンシ

ップ。GPA対象外。）、グローバル・オープン科目を履修・修得すると自由選択科目として卒業所要

単位に参入します。12単位を超えて履修・修得することはできません。 

※通年科目の履修上限単位数計算について 

通年科目については、春学期・秋学期半分ずつに分けて単位を計算し、それぞれの履修上限単

位数に含めて計算するようにしてください。 

例：４単位の通年科目の場合 

→春学期２単位、秋学期２単位として、それぞれの履修上限に含めてください。 


